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1 はじめに
MetaTraderはロシアのMetaQuotesSoftware社（メタクォーツソフ

トウェア社）が開発した無料で使える高機能 FX トレードソフトであ
る。本論文では、MT5に慣れるために、MT5の自分が使用する機能及
びチャートの見方等を説明する。

2 チャート
チャートとは、株式などの相場の動向をグラフに表したものである。

MT5には、「バーチャート」「ラインチャート」「ローソク足チャート」
など様々なチャートがある。図 1は、MT5上のローソク足チャートの
例である。縦軸は、ドル円チャートであれば、1ドルに対するその時の
円の価値を表し、横軸は、データ取得時の現実時間を表す。また、赤線
は単純移動平均線であり、ある一定期間の終値の平均を表す。

図 1 MT5上のローソク足チャート

ローソク足は、図 2のように作られ、四角の箱の色によって、始値と
終値のどちらが高いかが分かる。箱から伸びているものは、ヒゲと呼ば
れ高値や安値を表す。

図 2 ローソク足の見方

3 ストラテジーテスター
3.1 ストラテジーテスターとは
ストラテジーテスターとは、自動売買等を始める際に、エキスパート

アドバイザーを過去のデータを用いて、事前にテストするものである。
エキスパートアドバイザーとは、主に自動売買を行うときに用いるもの
で、ストラテジー (投資戦略) がプログラムされている。プログラミン
グ言語としては、MQL5が採用されていて、C/C++と似ている。

3.2 Moving Average
今回は、MT5 に基本装備されているエキスパートアドバイザーの

Moving Averageを例として使用する。Moving Averageには、ストラ
テジーに関わる次の 4つのパラメータがある。MaximumRisk(最大投資
リスク)、DecreaseFactor(負けトレード回数によってロット数を下げる
減少係数)、MovingPeriod(移動平均期間) 及び MovingShift(移動平均
のシフト値)である。図 3がパラメータを設定する画面である。このパ
ラメータが、データに適していれば利益が出る。

図 3 パラメータ

3.3 バックテストによる最適化
Moving Averageのパラメータの最適化について説明する。MT5に

蓄積された過去のデータを用いてMoving Averageのバックテストをす
ると、パラメータを最適化できる。MT5に備わっている最適化の手法
としては、全通りを調べる完全アルゴリズムと、結果としてよかったパ
ターンを用いる遺伝的アルゴリズムがある。当然、そのパラメータを用
いて同じデータをテストすると、利益が出る。しかし、他のデータでは、
利益が出るとは限らない。

4 テスト結果
今年の 1 月から 4 月 6 日までのドル円チャートのデータを用いて、

Moving Averageのバックテストを行った。図 4が最適化結果の一部で
あり、結果の良い順番に並べ替えたものである。

図 4 最適化結果

図 5、図 6は、最適化したパラメータを用いて、同じデータをバック
テストした結果である。図 5からは、青線が残高を表していて、グラフ
の始点より終点のほうが高いので、利益が出ていることがわかる。図 6
からは、バックテスト結果の詳細が分かる。

図 5 バックテスト結果の残高
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図 6 バックテスト結果の詳細

次に、最適化したパラメータをそのままにして、他のデータのバック
テストを行った。データとしては、2017 年 9 月から 12 月までのデー
タ及び 2016年の 1月から 3月のデータを用いた。図 7が 2017年 9月
から 12月までのデータのバックテスト結果の残高であり、図 8が 2016
年 1月から 3月までのデータのバックテスト結果の残高である。両方と
も、途中で残高が少なくなり取引を中止している。また、残高の下がり
方がそれぞれ違うことから、為替の変動の仕方は単純ではないことが分
かる。

図 7 2017年 9月から 12月までのデータのバックテスト結果の残高

図 8 2016年 1月から 3月までのデータのバックテスト結果の残高

5 おわりに
本論文では，主にMT5のストラテジーテスターの使用方法及び、使

用した結果について述べた。
今後の課題としては、どういったストラテジーがあるのか調べ、テス

トすることである。
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